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(57)【要約】
【課題】走査線に接続される回路素子の静電破壊を防止
することを目的とする。
【解決手段】多面取り回路基板は、複数のアレイ基板２
４にそれぞれ対応する複数の製品領域４６及び製品外領
域４８を有する基板４４と、製品外領域４８に設けられ
た製品外配線５４と、製品外配線５４に電気的に接続さ
れて、それぞれの製品領域４６の内外を交互に通るよう
に、波形を描きながら延びる波形配線５６と、複数の製
品領域４６のそれぞれの表示領域３２に設けられた回路
素子５８と、複数の製品領域４６のそれぞれの表示領域
３２の隣に設けられた走査回路４０と、それぞれの製品
領域４６で走査回路４０から両側に延びて、一方の側で
は回路素子５８に接続し、他方の側では当該製品領域４
６の内側で波形配線５６に接続する複数の走査線４２と
、を有する。
【選択図】図４



(2) JP 2014-238464 A 2014.12.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の液晶表示パネルに使用される複数のアレイ基板に切り出すための多面取り回路基
板であって、
　前記複数のアレイ基板にそれぞれ対応する複数の製品領域及び製品外領域を有する基板
と、
　前記製品外領域に設けられた製品外配線と、
　前記製品外配線に電気的に接続されて、それぞれの前記製品領域の内外を交互に通るよ
うに、波形を描きながら延びる波形配線と、
　前記複数の製品領域のそれぞれの表示領域に設けられた回路素子と、
　前記複数の製品領域のそれぞれの前記表示領域の隣に設けられた走査回路と、
　それぞれの前記製品領域で前記走査回路から両側に延びて、一方の側では前記回路素子
に接続し、他方の側では当該製品領域の内側で前記波形配線に接続する複数の走査線と、
　を有することを特徴とする多面取り回路基板。
【請求項２】
　請求項１に記載された多面取り回路基板において、
　前記複数の製品領域は、縦方向及び横方向に並び、
　前記横方向に並ぶ２つ以上の前記製品領域は、前記複数のアレイ基板に切り出すための
切断ラインを介して隣同士が隣接し、
　前記波形配線は、前記横方向に隣同士の前記製品領域の端部を交互に通る部分を有する
ことを特徴とする多面取り回路基板。
【請求項３】
　請求項２に記載された多面取り回路基板において、
　一対の前記走査回路が、前記表示領域の両側に設けられていることを特徴とする多面取
り回路基板。
【請求項４】
　請求項３に記載された多面取り回路基板において、
　前記複数の走査線は、それぞれ、一方の前記走査回路に接続し、他方の前記走査回路に
は接続せず、
　隣同士の前記走査線は、相互に反対側の前記走査回路に接続し、
　それぞれの前記走査線は、接続された一方の前記走査回路の隣にある前記波形配線に接
続することを特徴とする多面取り回路基板。
【請求項５】
　請求項３に記載された多面取り回路基板において、
　前記波形配線は、前記横方向に左右に交互に屈曲し、左右の一方で凸となる側で前記複
数の走査線に接続し、左右の他方で凹となる側から延びて前記横方向に隣の前記製品領域
に入る分岐配線を有し、
　それぞれの前記製品領域の前記複数の走査線は、前記横方向に隣の前記製品領域の前記
複数の走査線と前記横方向に隣り合い、
　前記横方向に隣同士の前記製品領域で隣り合う一対の前記走査線の一方は、前記凸とな
る側で前記波形配線に接続し、他方は、前記凹となる側で前記分岐配線を介して前記波形
配線に接続することを特徴とする多面取り回路基板。
【請求項６】
　請求項２から５のいずれか１項に記載された多面取り回路基板において、
　前記波形配線は、前記横方向の並びで端に位置する前記製品領域の、隣に前記製品領域
が無い側の端部の内外を交互に通る部分をさらに有することを特徴とする多面取り回路基
板。
【請求項７】
　請求項２から６のいずれか１項に記載された多面取り回路基板において、
　前記製品外領域は、前記複数の製品領域を囲む枠状領域と、前記縦方向に隣同士の前記
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製品領域の間を通る区画領域と、を含み、
　前記製品外配線は、前記枠状領域及び前記区画領域を連続的に通ることを特徴とする多
面取り回路基板。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載された多面取り回路基板において、
　前記波形配線は、半導体からなることを特徴とする多面取り回路基板。
【請求項９】
　複数の液晶表示パネルに使用するための複数の製品領域及び製品外領域を有する基板と
、
　前記製品外領域に設けられた製品外配線と、
　前記製品外配線に電気的に接続されて、隣同士の前記製品領域の端部を交互に通るよう
に、波形を描きながら延びる波形配線と、
　前記複数の製品領域のそれぞれの表示領域に設けられた回路素子と、
　前記複数の製品領域のそれぞれの前記表示領域の隣に設けられた走査回路と、
　それぞれの前記製品領域で前記走査回路から両側に延びて、一方の側では前記回路素子
に接続し、他方の側では当該製品領域の内側で前記波形配線に接続する複数の走査線と、
　を有する多面取り回路基板を用意する工程と、
　前記複数の製品領域に対応して、前記多面取り回路基板を切断する工程と、
　を含み、
　前記多面取り回路基板を切断する工程で、前記波形配線が交互に通る前記隣同士の前記
製品領域を、１つの切断ラインで分離し、
　前記１つの切断ラインは、前記波形配線が描く前記波形を、相互に反対側に複数の凸が
間隔をあけて配列される２つの半波波形に分離する位置を通り、
　前記複数の走査線は、前記凸の側で前記波形配線に接続することを特徴とする液晶表示
パネルの製造方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載された液晶表示パネルの製造方法において、
　前記波形配線は、前記凸とは反対の凹となる側から隣の前記製品領域に入る分岐配線を
有し、
　それぞれの前記製品領域の前記複数の走査線は、隣の前記製品領域の前記複数の走査線
と隣り合い、
　隣同士の前記製品領域で隣り合う一対の前記走査線の一方は、前記凸となる側で前記波
形配線に接続し、他方は、前記凹となる側で前記分岐配線を介して前記波形配線に接続し
、
　前記多面取り回路基板を切断する工程で、前記１つの切断ラインで前記分岐配線を切断
することを特徴とする液晶表示パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネル用多面取り回路基板及び液晶表示パネルの製造方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、マトリクス方式で駆動されることが一般的である。マトリクス方式で
は、複数のデータ線と複数の走査線が交差する方向に延びる。走査線に走査信号が入力さ
れるとその走査線が選択され、選択された走査線に対応する画素にデータ線の信号が印加
される。
【０００３】
　従来、静電破壊対策として、データ線は保護回路に接続し、走査回路の制御信号線は製
品外のコモン線に接続しているが、走査線については、特に有効な対策が採られていなか
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った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２８２３８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１には、ドライバ内蔵型の液晶パネル等用のアクティブマトリクス基板装置の
製造において、導電性の保護パターンを用いて基板上の各種配線、素子等の静電破壊を防
止することが開示されている。しかし、具体的に、走査線に接続される回路素子の静電破
壊対策について開示されていない。
【０００６】
　本発明は、走査線に接続される回路素子の静電破壊を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）本発明に係る多面取り回路基板は、複数の液晶表示パネルに使用される複数のア
レイ基板に切り出すための多面取り回路基板であって、前記複数のアレイ基板にそれぞれ
対応する複数の製品領域及び製品外領域を有する基板と、前記製品外領域に設けられた製
品外配線と、前記製品外配線に電気的に接続されて、それぞれの前記製品領域の内外を交
互に通るように、波形を描きながら延びる波形配線と、前記複数の製品領域のそれぞれの
表示領域に設けられた回路素子と、前記複数の製品領域のそれぞれの前記表示領域の隣に
設けられた走査回路と、それぞれの前記製品領域で前記走査回路から両側に延びて、一方
の側では前記回路素子に接続し、他方の側では当該製品領域の内側で前記波形配線に接続
する複数の走査線と、を有することを特徴とする。本発明によれば、走査線が波形配線を
介して製品外配線に接続されているので、静電気を製品外配線に逃がすことができる。こ
れにより回路素子の静電破壊を防止することができる。また、波形配線は、波形を描く形
状なので、直線に沿って切断するだけでバラバラにすることができる。したがって、１回
の切断プロセスで、波形配線との接続で相互に電気的に導通した複数の走査線を、電気的
に切り離すことができる。
【０００８】
　（２）（１）に記載された多面取り回路基板において、前記複数の製品領域は、縦方向
及び横方向に並び、前記横方向に並ぶ２つ以上の前記製品領域は、前記複数のアレイ基板
に切り出すための切断ラインを介して隣同士が隣接し、前記波形配線は、前記横方向に隣
同士の前記製品領域の端部を交互に通る部分を有することを特徴としてもよい。
【０００９】
　（３）（２）に記載された多面取り回路基板において、一対の前記走査回路が、前記表
示領域の両側に設けられていることを特徴としてもよい。
【００１０】
　（４）（３）に記載された多面取り回路基板において、前記複数の走査線は、それぞれ
、一方の前記走査回路に接続し、他方の前記走査回路には接続せず、隣同士の前記走査線
は、相互に反対側の前記走査回路に接続し、それぞれの前記走査線は、接続された一方の
前記走査回路の隣にある前記波形配線に接続することを特徴としてもよい。
【００１１】
　（５）（３）に記載された多面取り回路基板において、前記波形配線は、前記横方向に
左右に交互に屈曲し、左右の一方で凸となる側で前記複数の走査線に接続し、左右の他方
で凹となる側から延びて前記横方向に隣の前記製品領域に入る分岐配線を有し、それぞれ
の前記製品領域の前記複数の走査線は、前記横方向に隣の前記製品領域の前記複数の走査
線と前記横方向に隣り合い、前記横方向に隣同士の前記製品領域で隣り合う一対の前記走
査線の一方は、前記凸となる側で前記波形配線に接続し、他方は、前記凹となる側で前記
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分岐配線を介して前記波形配線に接続することを特徴としてもよい。
【００１２】
　（６）（２）から（５）のいずれか１項に記載された多面取り回路基板において、前記
波形配線は、前記横方向の並びで端に位置する前記製品領域の、隣に前記製品領域が無い
側の端部の内外を交互に通る部分をさらに有することを特徴としてもよい。
【００１３】
　（７）（２）から（６）のいずれか１項に記載された多面取り回路基板において、前記
製品外領域は、前記複数の製品領域を囲む枠状領域と、前記縦方向に隣同士の前記製品領
域の間を通る区画領域と、を含み、前記製品外配線は、前記枠状領域及び前記区画領域を
連続的に通ることを特徴としてもよい。
【００１４】
　（８）（１）から（７）のいずれか１項に記載された多面取り回路基板において、前記
波形配線は、半導体からなることを特徴としてもよい。
【００１５】
　（９）本発明に係る液晶表示パネルの製造方法は、複数の液晶表示パネルに使用するた
めの複数の製品領域及び製品外領域を有する基板と、前記製品外領域に設けられた製品外
配線と、前記製品外配線に電気的に接続されて、隣同士の前記製品領域の端部を交互に通
るように、波形を描きながら延びる波形配線と、前記複数の製品領域のそれぞれの表示領
域に設けられた回路素子と、前記複数の製品領域のそれぞれの前記表示領域の隣に設けら
れた走査回路と、それぞれの前記製品領域で前記走査回路から両側に延びて、一方の側で
は前記回路素子に接続し、他方の側では当該製品領域の内側で前記波形配線に接続する複
数の走査線と、を有する多面取り回路基板を用意する工程と、前記複数の製品領域に対応
して、前記多面取り回路基板を切断する工程と、を含み、前記多面取り回路基板を切断す
る工程で、前記波形配線が交互に通る前記隣同士の前記製品領域を、１つの切断ラインで
分離し、前記１つの切断ラインは、前記波形配線が描く前記波形を、相互に反対側に複数
の凸が間隔をあけて配列される２つの半波波形に分離する位置を通り、前記複数の走査線
は、前記凸の側で前記波形配線に接続することを特徴とする。本発明によれば、１つの切
断ラインで隣同士の製品領域を分離するだけで、波形配線を凸ごとに分離することができ
る。したがって、１回の切断プロセスで、波形配線との接続で相互に電気的に導通した複
数の走査線を、電気的に切り離すことができる。また、走査線が波形配線を介して製品外
配線に接続されているので、静電気を製品外配線に逃がすことができる。これにより回路
素子の静電破壊を防止することができる。
【００１６】
　（１０）（９）に記載された液晶表示パネルの製造方法において、前記波形配線は、前
記凸とは反対の凹となる側から隣の前記製品領域に入る分岐配線を有し、それぞれの前記
製品領域の前記複数の走査線は、隣の前記製品領域の前記複数の走査線と隣り合い、隣同
士の前記製品領域で隣り合う一対の前記走査線の一方は、前記凸となる側で前記波形配線
に接続し、他方は、前記凹となる側で前記分岐配線を介して前記波形配線に接続し、前記
多面取り回路基板を切断する工程で、前記１つの切断ラインで前記分岐配線を切断するこ
とを特徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】液晶表示パネルを示す断面図である。
【図２】アレイ基板に構成される回路を示す図である。
【図３】本発明を適用した実施形態に係る多面取り回路基板を示す平面図である。
【図４】多面取り回路基板の一部を拡大した平面図である。
【図５】波形配線をそれが延びる方向に沿って切った断面図である。
【図６】実施形態に係る多面取り回路基板の変形例を示す図である。
【図７】切断された多面取り回路基板を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１９】
　図１は、液晶表示パネルを示す断面図である。液晶表示パネルは、カラーフィルタ基板
１０を有する。カラーフィルタ基板１０は、ブラックマトリクス１２、カラーフィルタ層
１４、平坦化層１６及び第１配向膜１８を含む。第１配向膜１８に対向して、セルギャッ
プをあけて、第２配向膜２０が配置されている。第１配向膜１８及び第２配向膜２０の間
に液晶材料２２が配置されている。
【００２０】
　カラーフィルタ基板１０と対向するようにアレイ基板２４が配置されている。アレイ基
板２４は、回路層２６を含む。回路層２６には、液晶材料２２を駆動するための回路が形
成されている。第２配向膜２０は回路層２６の上に形成されている。
【００２１】
　図２は、アレイ基板２４に構成される回路を示す図である。この回路は、詳しくは、図
１に示す回路層２６に形成される回路と、アレイ基板２４に搭載された集積回路チップ２
８に内蔵される回路からなる。アレイ基板２４は、入出力用又は検査用の複数のパッド３
０を有する。パッド３０と集積回路チップ２８が配線で接続されている。アレイ基板２４
は、画像を表示するための表示領域３２を有する。
【００２２】
　表示領域３２に、集積回路チップ２８から複数の信号線３４が引き出されている。表示
領域３２には、液晶材料２２への電圧の印加を制御するための薄膜トランジスタ３６が設
けられている。複数の信号線３４は、保護回路３８に接続されることで静電破壊対策が採
られている。
【００２３】
　表示領域３２の外側には、走査回路４０が設けられている。走査回路４０から表示領域
３２に複数の走査線４２が引き出されている。走査線４２は、薄膜トランジスタ３６のゲ
ート電極に接続されている。走査回路４０から走査線４２に入力される走査信号（クロッ
ク信号）によって、信号線３４に印加される映像信号が制御される。そして、映像信号の
電圧によって液晶材料２２が駆動される。
【００２４】
　図３は、本発明を適用した実施形態に係る多面取り回路基板を示す平面図である。多面
取り回路基板を切断して、複数の液晶表示パネルに使用される複数のアレイ基板２４（図
２参照）を得ることができる。
【００２５】
　多面取り回路基板は、基板４４を有する。基板４４は、複数のアレイ基板２４にそれぞ
れ対応する複数の製品領域４６を有する。複数の製品領域４６は、縦方向及び横方向に並
ぶ。横方向に並ぶ２つ以上の製品領域４６は、複数のアレイ基板２４に切り出すための切
断ラインＬを介して隣同士が隣接する。つまり、１つの切断ラインＬで多面取り回路基板
を切断すれば、横方向に隣同士のアレイ基板２４が切断される。
【００２６】
　基板４４は、製品領域４６を除いた領域である製品外領域４８を有する。製品外領域４
８は、複数の製品領域４６を囲む枠状領域５０を含む。製品外領域４８は、縦方向に隣同
士の製品領域４６の間を通る区画領域５２を含む。つまり、縦方向に隣同士の製品領域４
６の間には区画領域５２がある。
【００２７】
　製品外領域４８には、製品外配線５４が設けられている。製品外配線５４は、枠状領域
５０及び区画領域５２を連続的に通る。なお、図２に示すアレイ基板２４の複数のパッド
３０は、多面取り回路基板からアレイ基板２４に切り出される前には、製品外配線５４に
接続されている。これも静電破壊対策である。
【００２８】
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　基板４４には波形配線５６が設けられている。波形配線５６は、矩形波、正弦波、三角
波又はのこぎり波などの波形を描くように延びている。図３に示す波形配線５６は、分離
された複数の部分からなるが、これらの部分の全体を波形配線５６と定義する。波形配線
５６は、製品外配線５４に電気的に接続されている。波形配線５６は、それぞれの製品領
域４６の内外を交互に通るように波形を描きながら延びる。波形配線５６は、横方向に隣
同士の製品領域４６の端部を交互に通る部分を有する。また、波形配線５６は、横方向の
並びで端に位置する製品領域４６（図３で最も右又は左に位置する製品領域４６）の、隣
に製品領域４６が無い側の端部（図３で右端部又は左端部）の内外を交互に通る部分を有
する。
【００２９】
　図４は、多面取り回路基板の一部を拡大した平面図である。製品領域４６の表示領域３
２には回路素子５８が設けられている。回路素子５８は、例えば、図２に示す薄膜トラン
ジスタ３６である。製品領域４６には、表示領域３２の隣に走査回路４０が設けられてい
る。一対の走査回路４０が、表示領域３２の両側に設けられている。
【００３０】
　製品領域４６には、複数の走査線４２が設けられている。複数の走査線４２は、表示領
域３２に設けられており、表示領域３２では回路素子５８に接続する。走査線４２は、一
方の端部が走査回路４０に至るように延びるが、他方の端部は走査回路４０に至らないよ
うになっている。つまり、複数の走査線４２は、それぞれ、一方の走査回路４０に接続す
るが、他方の走査回路４０には接続しない。隣同士の走査線４２は、相互に反対側の走査
回路４０に接続する。
【００３１】
　走査線４２の走査回路４０に至る一方の端部は、さらに走査回路４０を超えるように延
びている。つまり、走査線４２は、一方の端部側では走査回路４０から両側に延びる。製
品領域４６の内側で、複数の走査線４２の走査回路４０を超える端部は、波形配線５６に
接続する。つまり、走査線４２は、接続された一方の走査回路４０の隣にある波形配線５
６に接続する。
【００３２】
　本実施形態によれば、走査線４２が波形配線５６を介して製品外配線５４に接続されて
いるので、静電気を製品外配線５４に逃がすことができる。これにより回路素子５８の静
電破壊を防止することができる。また、波形配線５６は、波形を描く形状なので、直線に
沿って切断するだけでバラバラにすることができる。したがって、１回の切断プロセスで
、波形配線５６との接続で相互に電気的に導通した複数の走査線４２を、電気的に切り離
すことができる。
【００３３】
　図５は、波形配線５６をそれが延びる方向に沿って切った断面図である。走査線４２と
波形配線５６の接続は、金属配線６０によってなされている。波形配線５６は、ポリシリ
コン又はアモルファスシリコンなどの半導体から形成されている。半導体は金属よりも腐
食しにくい。したがって、多面取り回路基板を切断するときに、波形配線５６を切断ライ
ンＬで切断してその断面が露出しても、波形配線５６は腐食しにくくなっている。
【００３４】
　図６は、実施形態に係る多面取り回路基板の変形例を示す図である。この例では、走査
線１４２は、両方の端部がそれぞれ走査回路１４０に至るように延びる。複数の走査線１
４２は、それぞれ、両方の走査回路１４０に接続する。
【００３５】
　走査線１４２の走査回路１４０に至るそれぞれの端部は、さらに走査回路１４０を超え
るように延びている。つまり、走査線１４２は、両方の端部側で、走査回路１４０から両
側に延びる。製品領域１４６の内側で、複数の走査線１４２の走査回路１４０を超える端
部は、波形配線１５６に接続する。つまり、走査線１４２は、走査回路１４０の隣にある
波形配線１５６に接続する。
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【００３６】
　波形配線１５６は、横方向に左右に交互に屈曲する。波形配線１５６は、左右の一方で
凸となる側で走査線１４２に接続する。波形配線１５６は、左右の他方で凹となる側から
延びて横方向に隣の製品領域１４６に入る分岐配線１６２を有する。分岐配線１６２も、
ポリシリコン又はアモルファスシリコンなどの半導体から形成すれば、切断面が露出して
も腐食しにくくなる。
【００３７】
　それぞれの製品領域１４６の複数の走査線１４２は、横方向に隣の製品領域１４６の複
数の走査線１４２と横方向に隣り合う。横方向に隣同士の製品領域１４６で隣り合う一対
の走査線１４２の一方は、凸となる側で波形配線１５６に接続し、他方は、凹となる側で
分岐配線１６２を介して波形配線１５６に接続する。
【００３８】
［液晶表示パネルの製造方法］
　次に、本発明を適用した実施形態に係る液晶表示パネルの製造方法を説明する。本実施
形態では、図３に示す多面取り回路基板を用意する。多面取り回路基板の詳細は上述した
通りである。
【００３９】
　複数の製品領域４６に対応して、多面取り回路基板を切断する。多面取り回路基板を切
断する工程で、波形配線５６が横方向に交互に通る隣同士の製品領域４６は、１つの切断
ラインＬで分離する。複数の走査線４２は、切断前には、凸の側で波形配線５６に接続し
ている。
【００４０】
　図７は、切断された多面取り回路基板を示す図である。図３に示す波形配線５６が描く
波形は、１つの切断ラインＬで切断されて、図７に示すように相互に反対側に複数の凸が
間隔をあけて配列される２つの半波波形に分離される。すなわち、図３に示すように波形
を描いていた波形配線５６は、図７に示すように、複数の半波部５６ａと複数の半波部５
６ｂに分離される。それぞれの製品領域４６には、複数の半波部５６ａ及び複数の半波部
５６ｂが、中央方向に凸を向けて配置される。また、半波部５６ａ及び半波部５６ｂのそ
れぞれに走査線４２が接続される。
【００４１】
　本実施形態によれば、１つの切断ラインＬで隣同士の製品領域４６を分離するだけで、
波形配線５６を凸ごとに分離することができる。したがって、１回の切断プロセスで、波
形配線５６との接続で相互に電気的に導通した複数の走査線４２を、電気的に切り離すこ
とができる。また、走査線４２が波形配線５６を介して製品外配線５４に接続されている
ので、静電気を製品外配線５４に逃がすことができる。これにより回路素子５８の静電破
壊を防止することができる。
【００４２】
　次に、本発明を適用した実施形態に係る液晶表示パネルの製造方法の変形例を説明する
。変形例では、図６に示す多面取り回路基板を用意する。そして、多面取り回路基板を切
断する工程で、１つの切断ラインＬで分岐配線１６２を切断する。その他の内容は、上記
実施形態で説明した内容が該当する。
【００４３】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００４４】
　１０　カラーフィルタ基板、１２　ブラックマトリクス、１４　カラーフィルタ層、１
６　平坦化層、１８　第１配向膜、２０　第２配向膜、２２　液晶材料、２４　アレイ基
板、２６　回路層、２８　集積回路チップ、３０　パッド、３２　表示領域、３４　信号
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線、３６　薄膜トランジスタ、３８　保護回路、４０　走査回路、４２　走査線、４４　
基板、４６　製品領域、４８　製品外領域、５０　枠状領域、５２　区画領域、５４　製
品外配線、５６　波形配線、５６ａ　半波部、５６ｂ　半波部、５８　回路素子、６０　
金属配線、１４０　走査回路、１４２　走査線、１４６　製品領域、１５６　波形配線、
１６２　分岐配線、Ｌ　切断ライン。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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